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●大型機が導入できない場所での建設が可能になった中型風力発電機 SP330
大型プラント設備を製造できる同業他社にない大型工場と材料の一次加工か
ら製缶・溶接まで一気通貫で製造できる高い品質と信頼性を武器に山鋼プラ
ンテックは風力発電設備の設計・製作・施工を手掛けています。

●SCADA遠隔監視システム

●風力発電機の設置場所は、一般的に人家から離れた沿岸や島、海上、山間、
原野等が多く無人運転と遠隔監視を必要とするため、遠隔監視制御システムの
信頼性は非常に高いものが要求されます。SP330の監視システム（SCADA)は
遠隔運転制御と運転データ収集に加え遠隔監視も可能となっています。

SCADAホーム画面 発電量

ウインドローズ

OutPut Power 330kW

●小スペース設置で高効率 ●導入しやすい価格

風速グラフ

SP330 大型風力発電機

●大型機に比べて建設高さおよびブ
レード直径は約1/2と総工費につい
ても大型機1基あたりとの比較で約
1/4と手頃な価格です。
●運搬においても扱いやすく大型機
が建設困難な場所でも建設できるメ
リットと小型機に比べて高効率かつ
大発電量のメリットを兼ね備えた機
種でこれからの日本の陸上風力発電
に最適です。

●SP330と大型機の比較

●SP330の建設スペースは一辺が
40ｍで1600㎡のスペースがあれば
ブレード直径も含み建設可能となり
ます。また、基礎、電気設備は一辺
が13ｍで169㎡内で収まります。
（隣接する土地から進入できる､も
しくは道路に面していることが前提
となります。）

●自己託送・PPAモデルにも対応し
ています。SP330の出力330kWの発
電量を託送することで高騰する電気
料金の経費削減と環境に配慮した企
業イメージアップに繋がります。
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●複数台設置にも対応しておりスペ
ースに余裕のある土地にも最適です。

敷地スペース

複数台設置条件
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IEC ClassⅡ風車：SP330 ●日本の風況に適合

●風力発電機の国際基準で
あるIEC*では、風車を設置
する場所の風条件により風
車ClassⅠ～Ⅲの設計条件
を設定しています。
●SP330は台風や突風の影
響を受ける日本特有の風条
件に設定したClassⅡ－Aの
風車です。

●主な仕様

●三枚翼・水平軸
●アップウインド（ロータがタワーの風上）
●永久磁石同期発電機
●HD2000インバータ
●アクティブヨー制御（風向追従）
●アクティブブレードピッチ制御（ブレード角度可変）
●周波数50/60Hz 出力電圧：690V
●耐雷システム装備
●遠隔監視システム（SCADA）
●出力制御、回転トルク制御が可能

●スマートグリット ●電源活用の多様性

●330kWというコンパクトなサイズのため、
大容量の送電線は不要です。
●風車を出力制御して、今後、蓄電池及び
出力安定化システムと組み合わせることで
効果的に分散型電源として活用することが
できます。
●自己託送・PPAモデル・余剰売電にも対
応しており、電源の多様な活用にも対応可
能です。

●稼働実績（稼働計画予定）一覧

山鋼プランテック秋田男鹿第１発電所

山鋼プランテック秋田男鹿第１発電所
場所・規模：秋田県男鹿市 ３３０kW
用途 ：FIT制度
運用開始 ：２０２３年 ３月～

秋田男鹿第２発電所（仮称）
場所・規模：秋田県男鹿市 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２４年 ６月～（予定）

福井坂井第１発電所（仮称）
場所・規模：福井県坂井市 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２５年 ６月～（予定）

福井坂井第２発電所（仮称）
場所・規模：福井県坂井市 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２５年 ６月～（予定）

北海道稚内第１発電所（仮称）
場所・規模：北海道稚内市 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２４年 １１月～（予定）

北海道稚内第２発電所（仮称）
場所・規模：北海道稚内市 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２４年 １１月～（予定）

定格出力 ３３０ｋW

カットイン風速 ３.０ｍ/ｓ

カットアウト風速 ２５ｍ/ｓ

耐風速 ５９.５ｍ/ｓ

最大回転速度 ３５ｒｐｍ

●ダイレクトドライブ駆動方式 ●効率性 ●静粛性 ●保守性

●中型機での採用は日本初の永久磁石同
期発電機によるダイレクトドライブ駆動
方式。構造は増速機を用いることなく
ローター軸と発電機が直結され部品点数
が少なく保守性に優れエネルギー効率や
静粛性に寄与します。
●35回転/分と低速かつ静音で風切り音や
羽振動が少なく環境や騒音対策を施した
システムを採用しています。

秋田三種第１発電所（仮称）
場所・規模：秋田県山本郡三種町 ３３０kW
用途 ： FIP制度
運用開始 ：２０２４年 １０月～（予定）

IEC*=国際電気標準会議

Ⅰ Ⅱ（SP330) Ⅲ
50 42.5 37.5
10 8.5 7.5

A 0.16 0.16 0.16
B 0.14 0.14 0.14
C 0.12 0.12 0.12

Wind turbine class

基準風速　Vref(m/s)

平均風速　Vave(m/s)

乱流強度
Iref
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風力発電所のできるまで
計画からメンテナンスまでワンストップ対応を実現

●風況マップや衛星写真の推定平均風速や風向、最寄りの民家との距離や
接続する電力会社の電柱までの距離の確認や、系統の空き容量、風車搬入
ルート、自己託送・PPAモデルの場合は施設の消費電力パターンなどを調
べます。

風況予測・立地条件
系統連系接続条件の確認等

電力系統連系申請協議
関係法令調査(環境影響等)

●発電設備を送配電網に接続するにあたり、接続検討の申込を電力会社に
依頼して回答の結果を確認します。事業計画認定において確認が求められ
ている関係法令や騒音・電波障害などの確認調査を行います。

事業性検討
提案書・工事費積算

システム設計・計画・機器調達

契 約

建 設 工 事

●ボーリング調査に基づく構造計算・基礎設計や発電設備配置決定、輸送
・工事計画の策定、機器の調達手配を行います。

基礎工事

造成工事

建て方工事

電気工事

建設地の造成及び敷鉄板等を行い、重機や機器の搬入が
できるようにします。
基礎（標準対辺９ｍの正方形）とエンクロージャー・キ
ュービクルの基礎を建設します。

基礎の上にタワー・ナセル・ブレードを組付けていきま
す。

タワー内配線・キュービクル・エンクロージャー据付配
線結線・電柱建柱、機器取付を行います。

●建設予定地でのガイドラインに沿っての適正確認と事業としての提案書
作成及び工事費積算を行います。

造成工事 基礎工事 タワー建設 ブレード取付 電気工事

建設工事の流れ

試運転調整・使用前自己確認
系統連系立会い

商 用 運 転 開 始

定期メンテナンス
●20年間のメンテナンス計画に基づき、半年に１度の定期点検を実施し
発電設備の状態を最適に保ちます（当社とのメンテナンスの契約の場合）
当社にて遠隔監視が可能でエラー等の発生時の対応ができます。

●商用運転開始前に電気主任技術者の各種検査および使用前自己確認
メーカーSVの試運転調整、電力会社との系統連系立会いを行います。
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